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論文内容の要旨
本論文は，高分子の電子物性lと及ぼす，側鎖と延伸の効果に関する研究成果をまとめたもので， 6 章か
らなっている。
第 1 章では，高分子の電気電子材料としての重要性と，その電子物性に及ぼす分子構造，特lζ側鎖，高
次構造の効果が物'性論的 l乙持つ意義を述べ，研究の目的を明らかにしているD
第 2 章ではアルキル側鎖を有するポリ (3 -アルキルチオフェン)フィルムの導電率がアルキル側鎖長
の増加と共に、政D し，更にその温度依存性が，極めて特異であることを見い出している。また，吸収スペ
クトルの温度依存'性の側定を行い，その結果から導電率の特異な温度依存性と側鎖長依存性は，禁止帯幅
の変化とキャリヤ一散乱に関係があると説明しているロ更に，温度上昇lとよりルミネッセンス強度が増す
という特異な現象を見い出している。これらすべての特徴的な性質は側鎖のアルキル鎖のコンフォメーシ
ョン変化が引金となっている事を述べている。
第 3 章では，ポリパラフェニレンビ司ニレンを取り上げ，フィルムの延伸方向とそれに垂直な方向の導電
率，光学的性質の異方性，延伸後の熱刺激電流と電子スピン共鳴，及びキャリヤー移動度等の測定をし，
その電気伝導機構を考察しているD 特に延伸と垂直方向の導電率がポリマー鎖閣のキャリヤーの渡りで制
限されている乙とを述べてし情。また，主なキャリヤーは正孔であり，その移動度は 1Q-4cm2ノ/v・ s の程
度である乙とを明らかにしている。更に，熱刺激電流測定より，延伸倍率の増加と共にトラップの密度は
減少し深いトラッフ。が消滅する乙とを明らかにしている。電子スピン共鳴測定の結果もこれを支持する
ものであることを見い出している。
第 4章では，ロール延伸した高密度ポリエチレンをとりあげ，その基本的物性を明らかにしている。導
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電率は延伸倍率の増加と共に減少し，キャリヤー移動度も，延伸と共lと、政þする乙とを見い出している。
一方，真空紫外光電導の測定から，禁止帯幅は 8.4e V で，延伸しても変化しない乙とを明らかにしてい
る。また熱刺激電流測定の結果，延伸によってトラップの深さは変化しないが， トラップの密度は増加し
ている乙とを見い出しているロ
第 5 章では，超高延伸高密度ポリエチレンと導電性高分子ポリパラフェニレンビ、ニレンを取り上げ，極
低温での電気的性質・機械的性質について調べ，乙れらの材料が極低温絶縁材料として優れた特性を備え
ていることを述べている。
第 6 章では，本論文の研究結果を総括し，結論としている。
論文の審査結果の要旨
高分子材料は従来主として構造材料，被覆材料等の様な用途に用いられてきたが，最近，電気電子材料
として見直され注目され始めている。
本論文では高分子の分子構造，高次構造を，主鎖に共役系を導入する，側鎖を導入する，超高延伸する
等の方法で制御することにより，積極的にその性質を飛躍的に上昇させ，更に新しい機能性の発現をもた
らす事を目的にその電子物性を詳細に調べたものである。得られた成果は次の様に要約される。
(1)側鎖として長いアルキル基を導入したポリ (3 ーアルキルチオフェン)の電気的光学的性質はアルキ
ル鎖長iと強く依存するが，特に温度に対しては特異な変化することを見い出している。乙れらは温度上
昇と共にアルキル側鎖のコンフォーメーションが変化し，それが引金となって主鎖のチオフェン間の結
合に摂れが生ずるので，実効的l乙共役長が変化するため引き起乙されている事を明らかにしている o
(2) 導電性高分子である共役系の発達したポリパラフェニレンピニレンを延伸する乙とにより電気的光学
的性質の異方性等が制御できる乙とを見い出している。
(3) 絶縁性高分子である高密度ポリエチレンをロール延伸すると実効的に超高延伸され，導電率が低下す
ること，それがトラップの変化，移動度の低下に由来していること等を明らかにし，超高延伸が絶縁性
能向上の手段となることを示しているo
(4) 超高延伸ポリエチレン，導電性高分子ポリパラフェニレンピニレン等を極低温材料としての観点から
詳細に調べ，電気的iとも機械的にも極めて優れた特性を有する乙とを明らかにしており，新しい超電導
用極低温絶縁材料開発の指針を与えている。
以上のように，本論文は高分子の分子構造，高次構造と電子物性の関連に関して多くの新しい知見を含
むもので，電子工学の発展に寄与するところが大である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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